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は
じ
め
に

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ユ
ダ
ヤ
人
墓
地
の
一
画
、
入
口
か
ら
も
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
あ
た
り
に
、
計
画
言
語
（
1
）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
創
案
者

Ｌ
・
Ｌ
・
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
墓
が
あ
る
。
き
わ
め
て
特
異
な
形
状
を
な
し
て
い
る
。
周
囲
に
立
ち
並
ぶ
、
厚
み
の
あ
る
板
を
直
立
さ
せ
た
よ

う
な
形
で
あ
っ
た
り
、
角
柱
の
よ
う
な
形
の
、
多
く
の
墓
と
は
異
な
っ
て
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
手
前
の
斜
面
に
は
、
青
緑

色
の
五
芒
星
を
か
た
ど
り
、
そ
の
中
央
部
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
象
徴
す
る
Ｅ
の
文
字
を
記
し
た
モ
ザ
イ
ク
画
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
脇
の
六
段
ほ
ど
の
階
段
を
上
が
っ
た
所
に
、
四
角
錐
の
天
地
を
逆
に
し
て
地
面
に
埋
め
込
み
、
そ
の
石
塊
の
上
に
地
球
を
表
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
、
球
体
を
載
せ
た
デ
ザ
イ
ン
の
墓
石
が
あ
る
。
そ
し
て
、
斜
面
部
と
墓
石
の
基
壇
の
全
体
を
低
い
鉄
の
柵
が
囲
ん
で
い
る
。

こ
の
、
ま
ず
類
例
の
な
い
墓
を
筆
者
が
訪
れ
た
の
は
二
○
一
四
年
八
月
三
○
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
墓
地
内
に
は
、
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
強

論　

説

四
一
三
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制
収
容
所
で
殺
害
さ
れ
た
ヤ
ヌ
ー
シ
ュ
・
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
医
師
の
記
念
碑
が
あ
り
、
ま
た
他
に
も
調
べ
た
い
墓
が
あ
っ
た
の
で
、
結
局
、

少
な
く
と
も
二
〜
三
時
間
は
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
墓
地
内
に
は
数
組
の
、
恐
ら
く
ユ
ダ
ヤ
系
の
訪
問
者
が
訪

ね
て
き
て
お
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ア
メ
リ
カ
英
語
の
静
か
な
会
話
が
流
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
筆
者
以
外
に
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
墓
を
訪
れ

た
者
が
い
た
様
子
は
な
か
っ
た
。
墓
石
の
前
の
狭
い
植
込
み
に
は
、
小
さ
な
赤
い
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
て
い
た
が
、
手
向
け
た
よ
う
な
花
束

な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
。
だ
が
、
さ
ら
に
子
細
に
眺
め
て
み
る
と
、
墓
石
の
上
に
わ
ず
か
に
小
石
が
一
か
け
ら
載
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。こ

の
光
景
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
あ
い
だ
に
は
、
墓
を
訪
れ
た
者
は
小
石
を
供
え
る
と
い
う
、
今

に
続
く
伝
統
的
な
慣
習
が
あ
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き
た
が
、
花
を
供
え
る
慣
習
は
元
来
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

短
時
間
の
観
測
で
の
断
定
は
早
計
に
過
ぎ
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
墓
を
訪
れ
る
こ
と
も
、
非
ユ
ダ
ヤ
人
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス

ト
が
「
大
先
生
（
2
）

」
の
墓
を
詣
で
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
で
は
今
日
、
多
く
の
ユ
ダ

ヤ
人
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
は
非
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
我
々
に
と
っ
て
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
い
か
な
る
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考

え
る
上
で
の
重
要
な
鍵
は
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
の
関
係
で
あ
り
、
ま
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
「
ユ
ダ
ヤ
人
性
」
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
主
に
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
。

シ
オ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
ザ
メ
ン
ホ
フ

ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
・
ラ
ザ
ー
ロ
・
ザ
メ
ン
ホ
フL

udoviko L
azaro Z

am
enhof

（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
表
記
）
は
、
一
八
五
九
年
一
二
月
一
五

四
一
四
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日
（
ロ
シ
ア
暦
一
二
月
三
日
、
ユ
ダ
ヤ
教
暦
五
六
二
○
年
キ
ス
レ
フ
月
一
九
日
）、
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
北
東
部
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
クB

iałystok

に

生
ま
れ
た
。

一
七
世
紀
後
半
に
ブ
ラ
ニ
ツ
キ
ー
伯
領
と
な
っ
た
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク
で
は
、
同
伯
の
庇
護
の
も
と
に
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成

さ
れ
、
一
八
世
紀
半
ば
に
は
自
治
権
さ
え
与
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
西
欧
な
ど
と
は
異
な
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
市
の
行
政
や
手
工
業

ギ
ル
ド
に
参
加
す
る
こ
と
が
公
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
八
世
紀
末
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
に
よ
っ
て
、
ま
ず
は

一
七
九
五
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
領
に
な
り
、
さ
ら
に
一
八
○
七
年
の
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
条
約
で
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
て
、
こ
の
地
域
の
ユ
ダ
ヤ
人

の
境
遇
は
悪
化
し
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
同
市
の
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
そ
の
も
の
は
、
む
し
ろ
一
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
急
増
し
て
い
く
。
そ

れ
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
が
、
新
た
に
獲
得
し
た
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
域
に
ユ
ダ
ヤ
人
強
制
居
住
地
域
を
設
定
し
て
、
そ
こ
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
追
い

込
み
、
さ
ら
に
強
制
居
住
地
域
内
の
農
村
部
か
ら
も
追
い
立
て
る
政
策
を
と
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
同
市
が
ロ
シ
ア
と
中
・
西

欧
を
結
ぶ
交
易
上
の
重
要
な
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
流
入
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
生
ま
れ
た
頃
の
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク
は
公
的
に
は
ロ
シ
ア
語
で
ビ
ェ
ラ
ス
ト
ー
クБ

елосток

と
呼
ば
れ
、

人
口
の
圧
倒
的
多
数
を
ユ
ダ
ヤ
人
が
占
め
る
と
い
う
町
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
八
五
六
年
の
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
は
九
、五
四
七

人
で
同
市
総
人
口
中
の
六
九
・
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
同
様
に
一
八
六
一
年
で
は
一
一
、八
七
三
人
（
六
九
・
八
％
）
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
世
紀
末
の
工
業
化
進
行
期
に
繊
維
産
業
が
発
展
し
て
い
く
な
か
で
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
も
急
増
し
て
お
り
、
一
八
九
五
年
で
は

四
七
、七
八
三
人
（
七
六
・
〇
％
）
を
数
え
る
に
い
た
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
第
一
次
大
戦
ま
で
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
市

人
口
の
ほ
ぼ
七
○
％
前
後
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
半
は
貧
し
い
行
商
人
や
失
業
者
、
ホ
ー
ム
レ
ス
で
あ
っ
た
と
い

う
（
3
）

。
ユ
ダ
ヤ
人
以
外
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
ロ
シ
ア
人
、
ド
イ
ツ
人
、
さ
ら
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
人
な
ど
が
住
ん
で
い
た
が
、
も
ち
ろ
ん
圧

四
一
五
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倒
的
な
権
力
を
握
っ
て
い
た
の
は
ロ
シ
ア
人
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
人
も
と
く
に
経
済
的
な
面
で
重
要
な
地
歩
を
占
め
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

ザ
メ
ン
ホ
フ
も
、
公
式
に
は
、
父
称
を
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
に
置
き
、
ロ
シ
ア
語
で
ラ
ー
ザ
リ
・
マ
ル
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ザ
ミ
ェ
ン
ゴ
フ

Л
азаръ М

аркович Зам
енгоф

と
表
記
さ
れ
た
。

ザ
メ
ン
ホ
フ
の
伝
記
類
（
4
）

は
、
一
様
に
、
語
学
教
師
で
あ
っ
た
父
マ
ル
ク
ス
（
伝
統
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
名
と
し
て
は
モ
ル
デ
カ
イ
）
が
家
庭
内
で

の
使
用
言
語
を
ロ
シ
ア
語
と
す
る
融
和
的
な
同
化
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
（
5
）

、
こ
の
事
実
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
が
マ
ス
キ

リ
ー
ム
（
ハ
ス
カ
ラ
ー
運
動
信
奉
者
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
八
世
紀
ベ
ル
リ
ン
で
の
モ
ー
ゼ
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

M
oses M

endelssohn

の
活
動
に
始
ま
る
ハ
ス
カ
ラ
ー
運
動
（
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
内
の
啓
蒙
運
動
）
は
、
ま
ず
は
ド
イ
ツ
語
圏
に
広
ま
り
、
さ

ら
に
プ
ロ
イ
セ
ン
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
分
割
統
治
し
て
い
く
な
か
で
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
旧

ポ
ー
ラ
ン
ド
中
央
部
に
も
浸
透
し
て
い
っ
た
（
6
）

。
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク
の
場
合
も
、
一
時
的
で
あ
れ
プ
ロ
イ
セ
ン
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
、
ド

イ
ツ
・
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
こ
の
波
に
洗
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ハ
ス
カ
ラ
ー
運
動
は
、
世
俗
的
な
教
育
を
重
視
し
、

キ
リ
ス
ト
教
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
文
化
を
受
容
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク
の
な
か
で
も
ハ
ス
カ
ラ
ー
運
動
の
信
奉
者
は
、
概
し
て
一
部
の
、
そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
内
部
で
は
相

対
的
に
裕
福
な
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
し
、
そ
も
そ
も
ユ
ダ
ヤ
人
自
体
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
強
制
居
住
地
域
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
、

カ
フ
カ
ス
系
や
、
ブ
ハ
ラ
系
、
ク
リ
ミ
ア
系
も
い
た
し
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
家
の
場
合
は
、
今
日
の
リ
ト
ア
ニ
ア
よ
り
も
は
る
か
に
広
大
な
歴

史
的
リ
ト
ア
ニ
ア
を
出
身
と
考
え
る
、
リ
ト
ア
ニ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
（
リ
ト
ヴ
ァ
ク
）
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
リ
ト
ア
ニ
ア
系
は
、

ユ
ダ
ヤ
人
全
体
の
な
か
で
も
独
自
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
た
と
え
ば
一
八
世
紀
半
ば
以
降
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
部
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
か

け
て
席
巻
し
て
い
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教
神
秘
主
義
運
動
（
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
）
と
対
立
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
ビ
ャ
ウ
ィ
ス
ト
ク
は
、
ミ
ト
ナ

四
一
六
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グ
デ
ィ
ー
ム
と
呼
ば
れ
た
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
反
対
派
の
拠
点
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
（
7
）

。
ま
た
、
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ジ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
中
・
東
欧
の

ユ
ダ
ヤ
人
は
生
活
言
語
と
し
て
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
用
い
た
と
一
般
に
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
に
も
方
言
が
あ
り
、
地

方
ご
と
の
隔
た
り
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
（
8
）

。
こ
う
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
内
に
あ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
複
雑
な
差
異
を

と
も
な
っ
た
多
様
性
は
、
我
々
に
と
っ
て
は
非
常
に
分
か
り
に
く
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

こ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
多
様
性
を
も
前
提
に
し
て
、
諸
民
族
間
の
対
立
と
差
別
を
克
服
し
た
い
と
す
る
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
願
望
が
、
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
を
創
案
し
、
後
述
の
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
を
構
想
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ザ
メ
ン
ホ
フ
は
、
一
八
七
九
年
の
秋
か
ら
モ
ス
ク
ワ
大
学
で
医
学
を
学
び
始
め
、
そ
の
後
、
家
庭
の
経
済
的
事
情
も
あ
っ
て
ワ
ル
シ
ャ

ワ
大
学
に
転
学
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
。
す
で
に
七
三
年
暮
れ
に
、
父
マ
ル
ク
ス
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
の
教
職
を
得
、
一
家
が
ワ
ル
シ
ャ

ワ
に
引
っ
越
し
て
い
た
の
で
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
も
自
宅
か
ら
通
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
学
生
時
代
に
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
は

急
速
に
「
シ
オ
ニ
ズ
ム
」
に
接
近
し
て
い
く
。
後
の
一
九
○
七
年
、
第
三
回
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
世
界
大
会
が
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で

開
か
れ
た
折
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
『
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ･
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
際
し
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
私
は
、
常
に
同
胞
の
社
会
的
生
活
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
し
、
若
い
頃
は
、
熱
心
な
政
治
的
シ
オ
ニ
ス
ト
で
し
た
。
そ
れ

は
、
ヘ
ル
ツ
ル
が
こ
の
分
野
に
登
場
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
と
い
う
思
想
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
で
評
判
に
な
る
よ
り
も
大
分
以
前
の
こ
と
で
し

た
。
早
く
も
一
八
八
一
年
に
は
、
そ
の
頃
は
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
学
生
だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
五
人
の
仲
間
の
学
生
と
会
合
を
開
き
、
私
が

考
え
て
き
た
計
画
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
計
画
で
は
、
世
界
の
ど
こ
か
人
の
住
ん
で
い
な
い
地
域
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
コ
ロ
ニ
ー
を
建
設
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ニ
ー
は
、
独
立
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
の
始
ま
り
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
心
に
な
っ

て
い
く
も
の
で
し
た
。
仲
間
の
学
生
た
ち
を
説
得
し
て
、
我
々
は
、
ロ
シ
ア
で
最
初
の
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
何
ら
か
の
政
治
組
織
を
結
成

四
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し
ま
し
た
し
、
私
自
身
は
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
（
9
）

。」

た
だ
し
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
た
ち
が
一
八
八
○
年
代
の
初
め
に
、
実
際
に
シ
オ
ニ
ス
ト
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

一
九
世
紀
末
以
前
か
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
「
エ
レ
ツ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
）」
と
し
て
そ
こ
に
「
帰
還
」
す
る
考
え
方
は
、

思
想
以
前
の
空
想
的
な
も
の
か
ら
象
徴
的
な
も
の
ま
で
含
め
て
、
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
し
か
し
シ
オ
ニ
ズ
ム
や
シ
オ
ニ
ス
ト
と
い
う

こ
と
ば
は
、
ビ
ル
ン
バ
ウ
ムN

athan B
irnbaum

の
造
語
で
あ
っ
て
、
そ
の
初
出
も
一
八
八
五
年
を
遡
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
ビ
ル
ン
バ
ウ
ム
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
は
民
族
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
明
確
に
保
持
し
た
上
で
シ

オ
ニ
ズ
ム
概
念
を
規
定
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
強
い
影
響
下
に
、
ヘ
ル
ツ
ルT

heodor H
erzl

が
『
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
』（
一
八
九
六
年
）

を
著
し
て
政
治
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
学
生
時
代
が
政
治
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
ま
さ
に
孵
化
さ
せ
る
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ロ
シ
ア

皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
が
一
八
八
一
年
三
月
に
暗
殺
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
契
機
に
、
出
稼
ぎ
農
民
や
労
働
者
が
ユ
ダ
ヤ
人
住
民
に
対

し
て
集
団
的
略
奪･

暴
行･

虐
殺
、
す
な
わ
ち
ポ
グ
ロ
ム
を
行
い
、
キ
エ
フ
を
中
心
に
約
一
か
月
間
続
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
翌

年
に
か
け
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア
南
部
で
頻
発
し
た
。
こ
の
ポ
グ
ロ
ム
に
衝
撃
を
受
け
た
一
人
に
オ
デ
ッ
サ
在
住
の
医
師
ピ
ン
ス
ケ

ルL
eon P

insker

が
い
た
。
彼
は
、
ロ
シ
ア
最
初
の
ユ
ダ
ヤ
人
向
け
週
刊
紙
『
ラ
ー
ス
ヴ
ェ
ト
（
黎
明
）』
創
刊
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
か

つ
定
期
的
寄
稿
者
で
あ
り
、
ハ
ス
カ
ラ
ー
運
動
の
共
鳴
者
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
当
初
は
ロ
シ
ア
社
会
へ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
化
を
推
進
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
、
オ
デ
ッ
サ
大
学
に
入
学
し
た
最
初
の
ユ
ダ
ヤ
人
学
生
で
あ
り
、
そ
の
後
の
文
筆
活
動
な
ど
を
通

じ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
内
で
は
知
名
度
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
ピ
ン
ス
ケ
ル
が
、
一
八
八
二
年
一
月
、
従
来
の
立
場
を
改

め
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
心
理
的
・
社
会
的
原
因
に
つ
い
て
分
析
し
た
上
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
の
樹
立
と
そ
こ
へ
の

四
一
八



ザ
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ン
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ム
（
長
沼
）

（
五
〇
一
）

移
住
を
訴
え
る
著
作
を
ド
イ
ツ
語
で
発
表
し
た
。
匿
名
で
は
あ
っ
た
が
、『
自
力
解
放A

utoem
anzipation

』
を
う
た
い
、
ロ
シ
ア
の
一

ユ
ダ
ヤ
人
が
西
欧
の
同
胞
に
対
し
て
警
告
を
発
す
る
、
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
た
（
10
）

。
こ
の
書
名
を
受
け
継
ぎ
、
意
味
合
い
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
よ
り
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
に
じ
ま
せ
た
誌
名
を
採
用
し
て
、
ビ
ル
ン
バ
ウ
ム
が
一
八
八
五
年

に
ド
イ
ツ
語
誌
『
自
力
解
放S

elbstem
anzipation

』
を
創
刊
し
、
そ
こ
で
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
ば
も
用
い
ら
れ
だ
し
た
の
で
あ
る
。

ザ
メ
ン
ホ
フ
は
と
い
え
ば
、
彼
は
一
八
八
二
年
の
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、「
我
々
は
最
終
的
に
は
い
か
な
る
行
動
を
と
る
べ
き

か
？
」
と
い
う
長
文
の
論
文
を
『
ラ
ー
ス
ヴ
ェ
ト
』
紙
に
分
載
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
ガ
ム
ゼ
フ
ォ
ンГам

зеф
онъ

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
使
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
ロ
シ
ア
語
綴
り
の
順
番
を
並
べ
替
え
た
ア
ナ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
さ
ら
に
ル
ー
マ
ニ
ア
で
生
じ
た
ポ
グ
ロ
ム
に
対
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
が
な
す
べ
き
回
答
は
原
則
的
に
は
国
外
へ
の
移
住
で

あ
る
、
だ
が
い
ず
こ
へ
行
く
べ
き
か
と
問
い
、
主
に
ア
メ
リ
カ
案
と
パ
レ
ス
チ
ナ
案
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
当
初
ア
メ
リ
カ
案
を
支

持
し
て
い
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
も
、
次
第
に
パ
レ
ス
チ
ナ
案
に
傾
斜
し
て
い
く
の
だ
が
、
や
が
て
運
動
そ
の
も
の
か
ら
も
離
れ
て
い
く
（
11
）

。

ザ
メ
ン
ホ
フ
の
孫
で
あ
る
ザ
レ
ス
キ=

ザ
メ
ン
ホ
フ
は
、
祖
父
ル
ド
ヴ
ィ
コ
が
た
ど
っ
た
思
考
上
の
変
化
を
次
の
よ
う
に
巧
み
に
要

約
し
て
い
る
。「
パ
レ
ス
チ
ナ
は
、
世
界
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
す
べ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
あ
ま
り
に
領
土
が
小
さ

く
、
彼
ら
の
生
計
を
維
持
さ
せ
る
に
は
、
不
毛
の
地
の
よ
う
に
彼
に
は
見
え
ま
し
た
。
一
部
の
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
が
中
東
地
域
に
移
住
す
る

と
、
現
在
の
地
に
留
ま
っ
て
い
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
迫
害
を
受
け
、〝
お
ま
え
た
ち
も
、
お
ま
え
ら
の
パ
レ
ス
チ
ナ
に
行
っ
て
し

ま
え
〞
と
い
う
声
を
い
つ
も
聞
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
、
と
ル
ド
ヴ
ィ
コ
は
考
え
た
の
で
す
。
当
時
イ
ス
ラ
ム
教
国
だ
っ
た
ト
ル
コ

の
地
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
を
創
る
と
い
う
考
え
は
非
現
実
的
だ
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
も
神
聖
な
土
地
を
ユ

ダ
ヤ
人
が
占
拠
す
る
こ
と
を
、
強
力
な
キ
リ
ス
ト
教
国
家
が
許
さ
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
ユ
ダ
ヤ
人
国
家
の

四
一
九
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住
民
が
、
い
つ
ま
で
も
先
住
民
の
憎
し
み
を
か
う
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
す
。〝
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
火
山
の
上
に
た
え
ま
な
く

い
る
よ
う
な
も
の
だ
〞
と
い
う
わ
け
で
す
。
彼
の
心
配
は
、
そ
の
後
の
歴
史
を
見
れ
ば
、
す
べ
て
が
誤
っ
て
い
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
（
12
）

」。

さ
ら
に
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
、
次
節
で
言
及
す
る
ヒ
レ
リ
ス
モ
（
ヒ
レ
ル
主
義
）
に
つ
い
て
の
文
書
を
一
九
○
一
年
に
作
成
す
る
が
、
そ
の

な
か
で
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
原
因
は
ユ
ダ
ヤ
教
に
こ
そ
あ
る
」
と
再
三
強
調
し
、
最
終
的
に
は
、「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
追
放

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
改
革
と
い
う
方
法
し
か
あ
り
え
な
い
」、
と
ま
で
主
張
し
た
（
13
）

。
こ
う
し
た
発
言
は
当
時
の
多
く
の

ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
は
理
解
不
能
な
も
の
で
あ
り
、
日
常
的
な
医
師
と
し
て
の
活
動
は
と
も
か
く
、
思
想
的
な
面
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
か

ら
疎
遠
に
な
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
晩
年
、
普
遍
的
、
博
愛
主
義
的
色
彩
を
強
く
帯
び
た
、
一
種
の

宗
教
思
想
に
ま
で
到
達
す
る
が
、
そ
の
側
面
を
最
も
よ
く
受
け
継
い
だ
の
が
次
女
の
リ
デ
ィ
ア
（
第
三
子
、
一
九
○
四
│
四
二
）
で
、
彼
女

は
後
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
派
生
し
た
が
、
よ
り
寛
容
で
普
遍
宗
教
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
バ
ハ
ー
イ
ー
教
に
入
信
す
る
。
し
か
し
彼
女

も
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
子
孫
た
ち
の
多
く
が
た
ど
っ
た
よ
う
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
犠
牲
者
と
な
っ
て
、
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
強
制
収
容
所
で
殺
害

さ
れ
た
（
14
）

。

ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
一
八
八
七
年
、
つ
ま
り
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
二
七
歳
の
時
に
公
表
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
自
身
は
、
生
ま

れ
育
っ
た
環
境
の
な
か
か
ら
、
民
族
や
人
種
間
の
対
立
・
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
世
界
共
通
語
と
い
う
構
想
を
、
一
○

代
の
半
ば
か
ら
素
朴
な
形
で
温
め
だ
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
一
八
歳
に
し
て
、「
世
界
語L

ingw
e U
niversala

」
を
考
案
し
て
い

た
。
さ
ら
に
そ
の
延
長
上
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
博
士
著
『
国
際
語

│
序
言
並
び
に
全
教
程　

ロ
シ
ア
人
用
』
と
表
紙
に
記
さ
れ
た
、
わ

四
二
〇



ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
（
長
沼
）

（
五
〇
三
）

ず
か
四
二
ペ
ー
ジ
の
記
念
碑
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ザ
メ
ン
ホ
フ
に
あ
っ
て
は
、
純
粋
に
こ
と
ば
へ
の
関

心
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
創
案
し
た
の
で
は
な
く
、
い
か
に
素
朴
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
国
際
平
和
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
理
想
が

ま
ず
根
底
に
あ
り
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
異
な
る
言
語
・
文
化
を
有
す
る
諸
民
族
が
た
が
い
に
対
等
な
立
場
で
意
思
疎
通
で
き
る

共
通
言
語
を
着
想
し
た
の
で
あ
る
。

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
自
体
は
、
紆
余
曲
折
を
経
て
次
第
に
広
が
り
を
見
せ
、
一
九
○
○
年
頃
に
は
そ
の
中
心
が
フ
ラ
ン
ス
に
移
っ
て

い
っ
た
。
つ
い
に
一
九
○
五
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
・
シ
ュ
ル
・
メ
ー
ルB

oulogne-sur-m
er

で
第
一
回
世
界
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
大
会
が
開
か
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
一
八
九
四
年
に
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
が
勃
発
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
論
を
二
分
す
る

状
況
が
続
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
（
15
）

、
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
普
及
に
と
っ
て
不
利
に
作
用
す
る
と

危
惧
し
、
そ
の
事
実
を
曖
昧
に
し
た
り
、
隠
そ
う
と
す
る
傾
向
す
ら
生
じ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
一
種
の

世
界
宗
教
と
も
い
う
べ
き
構
想
を
練
り
上
げ
、
第
一
回
大
会
で
発
表
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
周
囲
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト

た
ち
は
、
時
期
尚
早
で
あ
る
と
し
て
、
や
が
て
ヒ
レ
リ
ス
モ
（
ヒ
レ
ル
主
義
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
表
を
押

し
と
ど
め
て
し
ま
っ
た
。
ヒ
レ
ル
と
は
、
前
一
世
紀
末
に
実
在
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
聖
職
者
で
、「
周
知
の
伝
説
に
よ
る
と
、
タ
ル
ム
ー
ド
の

賢
者
の
な
か
で
も
最
も
偉
大
な
ヒ
レ
ル
は
、「
ひ
と
に
さ
れ
た
く
な
い
こ
と
を
隣
人
に
対
し
て
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
則
が
ト
ー

ラ
ー
の
す
べ
て
で
あ
り
、
残
り
は
そ
の
注
釈
に
す
ぎ
な
い
、
と
宣
言
し
て
い
る
（
16
）

」、
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
の
な
か
で
理
解
さ
れ
て
き
た
人

物
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
周
辺
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
あ
る
部
分
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
発
展
を
願
う
一
方
で
、

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
根
強
く
存
在
す
る
現
実
が
障
害
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
極
力
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
や
ユ
ダ
ヤ
教
の
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
さ
せ
よ
う
と
画
策
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ザ
メ
ン
ホ
フ
自
身
は
、
そ
う
し
た
動
き
に
も
一
部
配
慮
し
つ
つ
、
内
容
は
ほ
と

四
二
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〇
四
）

ん
ど
変
え
る
こ
と
な
く
名
称
を
ヒ
レ
リ
ス
モ
か
ら
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
に
変
え
て
い
く
。
人
類
人
主
義
と
一
般
に
訳
さ
れ
て
い
る
ホ
マ
ラ
ニ
ス

モ
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
よ
り
普
遍
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
（
17
）

。

ヒ
レ
リ
ス
モ
や
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
に
つ
い
て
語
っ
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
テ
ク
ス
ト
は
複
数
存
在
す
る
。
ヒ
レ
リ
ス
モ
と
い
う
表
現
を
明
示
し

た
テ
ク
ス
ト
は
、
す
で
に
一
九
○
一
年
一
月
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
刊
行
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、『
ヒ
レ
リ
ス
モ　

ユ
ダ
ヤ
人

問
題
解
決
構
想
』
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
著
者
名
は
、「
私
は
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語
表
記H

om
o S
um

で
あ
っ
た
（
18
）

。
ま
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
一
九
一
七
年
四
月
一
四
日
に
亡
く
な
る
が
、
そ
の
最
晩
年
に
も
「
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
に
関
す
る
宣
言
の
模

範
的
テ
ク
ス
ト
」
と
題
す
る
文
書
を
作
成
し
て
い
た
（
19
）

。
こ
の
最
後
の
文
書
と
、
一
九
一
三
年
五
月
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
作
成
さ
れ
た
「
ホ
マ

ラ
ニ
ス
モ
宣
言
」
と
は
、
大
筋
は
と
も
か
く
、
細
部
は
結
構
変
わ
っ
て
い
る
（
20
）

。
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
思
想
的
な
変
化
発
展
を
精
緻
に
跡
付
け
検

討
す
る
こ
と
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
小
稿
の
目
的
で
は
な
く
、
ま
た
紙
幅
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
最
終
文
書
の
宣
言
部
分
の
み
を
全
訳
し

て
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
際
、
ま
ず
ヒ
レ
ル
と
い
う
名
前
を
消
し
去
り
、「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
解
決
構
想
」
と
い
う

副
題
も
外
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
主
義
を
標
榜
す
る
シ
オ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
決
別
と
、
よ
り
普
遍
的
な
平
和
志
向
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
て
お
き
た
い
。

ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
に
関
す
る
宣
言
の
模
範
的
テ
ク
ス
ト

私
は
人
類
人H

om
arano

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
マ
ラ
ニ
ス
ム
宣
言
に
形
式
的
に
も
公
的
に
も
完
全
に
同
意
す
る
こ
と
と
し
、
以

下
の
条
項
を
私
の
信
条
と
し
て
承
認
す
る
。

四
二
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1

私
は
人
間
で
あ
り
、
全
人
類
を
一
家
族
と
見
な
す
。
人
類
が
互
い
に
敵
対
し
あ
う
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
や
民
族
宗
教
に
根
差
す
集
団
に

分
裂
し
て
い
る
こ
と
を
最
大
の
不
幸
の
一
つ
と
見
な
し
、
こ
の
不
幸
は
遅
か
れ
早
か
れ
消
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、

私
の
考
え
で
は
、
暴
力
を
用
い
ず
に
当
た
り
前
の
手
段
で
消
滅
さ
せ
る
べ
く
促
す
こ
と
は
義
務
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

2

私
は
、
い
か
な
る
人
間
で
あ
っ
て
も
人
間
に
他
な
ら
な
い
と
見
な
す
し
、
誰
で
あ
っ
て
も
そ
の
人
個
人
の
価
値
と
行
為
に
よ
っ
て
の

み
評
価
す
る
。
自
分
と
は
異
な
る
民
族
、
言
語
、
宗
教
、
社
会
階
級socia klaso

に
属
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
人
間
を
侮
辱
し
、

抑
圧
す
る
こ
と
は
、
野
蛮
な
行
為
で
あ
る
と
見
な
す
。

私
は
、
生
涯
の
う
ち
に
な
し
た
る
す
べ
て
の
善
行
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ
た
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な

力
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
関
係
な
く
、
生
き
て
い
る
人
す
べ
て
が
そ
の
貢
献
に
応
じ
て
同
等
の
権
利
を
有
し
て
い
る
、
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
私
は
、
人
間
間
の
精
神
的
・
物
質
的
不
平
等
は
、
不
正
な
、
あ
る
い
は
荒
々
し
い
物
理
的
な
力
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、
社
会
的
な
法
や
機
構
を
改
善
す
る
た
め
の
平
和
的
な
努
力
に
よ
っ
て
の
み
克
服
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
認
識
し
て
い

る
（
21
）

。

　
　
　
　
　

3

私
は
、
い
ず
れ
の
国
も
、
あ
れ
こ
れ
特
定
の
民
族
に
帰
属
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
生
ま
れ
つ
き
の
住
民
で
あ
れ
帰
化
し
た
住
民
で
あ

れ
、
彼
ら
の
、
推
定
で
き
る
出
自
、
言
語
、
宗
教
、
あ
る
い
は
社
会
的
役
割
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
う
し
た
住
民
す
べ
て
に
対

し
て
完
全
に
平
等
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
認
識
し
て
い
る
。
一
国
の
利
害
と
あ
れ
こ
れ
特
定
の
民
族
や
宗
教
の
そ
れ
と
を
同
じ

四
二
三
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も
の
と
し
て
扱
っ
た
り
、
他
の
民
族
を
支
配
す
る
こ
と
を
一
民
族
に
許
し
、
さ
ら
に
も
っ
と
も
基
本
的
で
生
得
的
な
権
利
、
す
な
わ
ち

祖
国
に
対
す
る
権
利
を
他
の
民
族
に
対
し
て
は
拒
絶
す
る
何
ら
か
の
歴
史
的
権
利
が
あ
る
と
思
わ
せ
る
こ
と
は
、
自
力
で
救
済
す
る
権

利
や
武
力
を
行
使
す
る
権
利
が
存
在
し
て
い
た
野
蛮
な
時
代
の
残
滓
で
あ
る
、
と
見
な
す
。

　
　
　
　
　

4

私
は
、
ど
の
国
家
や
地
域
で
あ
ろ
う
と
も
、
い
ず
れ
か
の
民
族
や
言
語
、
あ
る
い
は
宗
教
の
名
前
で
は
な
く
、
中
立
的
地
名
を
つ
け

る
べ
き
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
多
く
の
国
が
民
族
名
を
つ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
特
定
の
出
自
を
有
す

る
住
民
が
他
の
出
自
を
有
す
る
住
民
に
対
し
て
支
配
者
で
あ
る
と
思
い
込
ん
だ
り
、
あ
る
国
に
生
ま
れ
つ
い
た
末
裔
が
、
自
分
た
ち
と

は
ま
っ
た
く
無
関
係
な
別
の
国
の
利
害
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
国
々
が
公
的
に
中
立
的
名
称
を
も
つ
よ
う
に
な
る
ま
で

は
、
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
ホ
マ
ラ
ニ
ス
ト
が
作
成
す
る
特
定
の
記
録
の
な
か
で
は
、
た
と
え
ば
首
都

名
に
「
国
」、「
州
」、「
地
方
」
な
ど
の
語
を
つ
け
て
、
さ
も
な
く
ば
人
類
人
が
合
意
で
き
る
よ
う
な
別
の
方
法
で
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

5

私
は
、
誰
で
も
が
個
人
生
活
で
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
ば
や
方
言
を
話
し
、
も
っ
と
も
好
ま
し
い
宗
教
を

信
じ
て
い
る
こ
と
を
公
言
す
る
、
完
全
か
つ
明
白
な
権
利
を
有
す
る
、
と
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
言
語
や
宗
教
が
異
な
る
人
々
と

話
し
合
う
と
き
に
は
、
中
立
的
な
言
語
、
道
徳
、
さ
ら
に
は
中
立
的
な
慣
習
、
中
立
的
な
暦
を
用
い
て
、
自
分
の
民
族
や
宗
教
に
見
ら

れ
る
特
異
な
こ
と
を
押
し
付
け
る
の
は
極
力
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
立
的
な
事
柄
に
関
す
る
問
題
が
全
世
界
で
解
消
さ
れ

な
い
限
り
は
、
少
な
く
と
も
人
類
人
同
士
の
あ
い
だ
の
特
別
な
関
係
で
は
、
人
類
人
が
一
致
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
形
式
を
用

い
る
べ
き
で
あ
る
。
私
は
、
民
族
間
の
闘
争
が
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
う
し
た
国
や
都
市
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
中
立
的
な
言
語
が
、

四
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国
語
、
も
し
く
は
地
域
住
民
の
大
多
数
に
よ
っ
て
話
さ
れ
て
い
る
文
化
言
語
の
役
割
を
果
た
せ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
こ
と
は
、
少
数
者
に
と
っ
て
は
、
多
数
者
と
の
関
係
で
は
得
策
で
あ
る
譲
歩
な
の
で
あ
っ
て
、
支
配
さ
れ
て
い
る
諸
民
族
が
支
配

し
て
い
る
民
族
に
対
し
て
支
払
う
べ
き
屈
辱
的
な
貢
物
と
し
て
見
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

6

私
は
、
民
族
名
よ
り
も
「
人
間
」
と
い
う
名
前
を
上
位
に
置
く
こ
と
に
慣
れ
る
ま
で
は
、
人
間
同
士
の
不
和
が
な
く
な
る
こ
と
は
決

し
て
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
お
り
、「
人
民popolo

」
と
い
う
不
正
確
極
ま
り
な
い
こ
と
ば
が
し
ば
し
ば
国
内
成
員
の
あ
い
だ
に
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
同
一
民
族
内
で
す
ら
反
目
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
、
ど
の
人
民
に
属
し
て
い
る
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
し
た

が
っ
て
「
私
は
人
類
人
で
あ
る
」
と
答
え
る
。
私
の
国
や
、
私
の
住
ん
で
い
る
州
、
言
語
、
あ
る
い
は
私
の
出
自
ら
し
き
こ
と
に
つ
い

て
と
く
に
尋
ね
ら
れ
た
場
合
に
限
っ
て
、
正
確
に
答
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
自
分
の
出
自
を
隠
し
た
り
、
市
民
と
し
て
の
義
務
を
拒

も
う
と
し
て
い
る
と
い
っ
た
疑
い
を
抱
か
れ
そ
う
な
場
合
に
は
常
に
、
私
の
人
種
学
的
な
実
体
を
細
部
ま
で
厳
密
に
説
明
し
、
私
の
出

自
か
ら
す
れ
ば
あ
れ
こ
れ
の
民
族
に
属
す
る
し
、
市
民
と
し
て
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
ど
こ
そ
こ
の
国
に
属
す
る
が
、
私
の
信
条
に
し
た

が
え
ば
私
は
人
類
人
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

7

祖
国
と
は
、
生
ま
れ
た
国
の
み
を
名
づ
け
う
る
し
、
そ
こ
で
こ
そ
確
固
と
し
た
住
民
で
い
ら
れ
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
、
生
ま
れ
た

国
と
定
住
地
が
一
致
し
な
か
っ
た
場
合
は
、「
現
象
上
の
祖
国
」
や
「
生
ま
れ
故
郷
」、
さ
ら
に
は
「
政
治
的
祖
国
」
な
い
し
「
故
国
」

と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の
祖
先
が
そ
こ
を
か
つ
て
支
配
し
た
り
、
自
分
が
属
す
る
民
族
が
そ
こ
の
大
半
で
暮
ら

し
て
い
た
り
す
る
と
い
う
理
由
で
、
私
の
故
郷
が
ど
こ
か
別
の
国
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
場
合
は
、
そ
の
国
の
影
響
力
が
私
に
対
し
て
強

四
二
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力
に
働
き
続
け
よ
う
と
も
、
実
際
の
居
住
者
に
及
ぶ
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
所
属
原
則
に
対
立
す
る
罪
と
な
る
し
、
市
民
と
し
て
の
義
務
を

混
乱
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
そ
う
し
た
命
名
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
治
的
、
歴
史
的
、
民
族
誌
的
、
さ

ら
に
地
理
学
的
理
由
か
ら
、
あ
る
国
の
観
念
や
境
界
が
あ
ま
り
に
も
不
正
確
に
な
っ
て
動
揺
し
、
し
ば
し
ば
絶
え
間
の
な
い
論
争
や
不

和
の
理
由
に
な
る
と
、
祖
国
と
呼
ぶ
国
を
定
義
す
る
に
際
し
て
は
、
個
人
や
民
族
に
あ
っ
た
好
み
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
人
類
人
的
で

非
党
派
的
な
セ
ン
ス
で
も
っ
て
、
す
べ
て
の
人
類
人
の
意
見
が
一
致
し
て
作
成
さ
れ
た
同
一
の
原
則
で
、
す
べ
て
の
場
所
と
状
況
に
つ

い
て
成
し
遂
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
人
類
人
に
よ
っ
て
こ
の
原
則
が
最
終
的
に
作
成
さ
れ
る
ま
で
は
、
疑
わ
し
い
場
合
に

は
「
祖
国
」
と
い
う
不
正
確
な
こ
と
ば
の
代
わ
り
に
、
よ
り
正
確
な
表
現
で
あ
る
「
祖
国
の
都
市
」、「
祖
国
の
地
域
」、「
父
祖
の
国
」

な
ど
を
用
い
れ
ば
よ
い
。

　
　
　
　
　

8

い
か
な
る
出
自
、
言
語
、
宗
教
、
あ
る
い
は
社
会
的
役
割
を
有
す
る
と
し
て
も
、
我
が
同
国
人
、
と
り
わ
け
わ
が
都
市
の
住
民
の
幸

福
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
、
愛
国
心
と
名
づ
け
る
。
一
民
族
の
利
益
の
た
め
に
特
別
に
奉
仕
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
他
国
の
人
々
に
対
し

て
向
け
る
憎
悪
に
つ
い
て
は
、
愛
国
心
と
呼
ぶ
つ
も
り
は
決
し
て
な
い
。
自
分
が
生
ま
れ
た
場
所
や
故
郷
に
対
し
て
深
い
愛
情
を
注
ぐ

こ
と
は
、
人
間
誰
し
も
に
共
通
す
る
き
わ
め
て
自
然
な
事
柄
で
あ
り
、
異
常
な
外
部
の
状
況
こ
そ
が
こ
の
ご
く
自
然
な
感
情
を
麻
痺
さ

せ
う
る
、
と
認
識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
が
故
郷
で
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
が
特
定
の
一
民
族
に
と
っ
て
の
便
宜
や
栄
光
の
た
め
だ

け
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
社
会
的
活
動
の
た
め
に
努
力
す
る
気
持
ち
が
衰
え
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
故
郷
で
の
異
常
な
事
態
は

早
晩
解
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
私
の
せ
い
で
は
な
い
の
で
こ
う
し
た
運
命
は
拒
否
す
る
と
い
う
感
情
が
高
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ

の
感
情
を
子
ど
も
た
ち
が
理
解
す
る
こ
と
を
信
じ
て
、
絶
望
す
る
こ
と
な
く
、
慰
め
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 四

二
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9

母
親
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
、
ま
た
教
え
を
受
け
た
こ
と
ば
や
方
言
に
対
し
て
誰
も
が
覚
え
る
愛
情
は
、
き
わ
め
て
自
然
な
感
情
で
あ

る
と
思
う
し
、
こ
う
し
た
感
情
と
闘
お
う
と
か
、
他
人
が
抱
く
こ
う
し
た
感
情
を
傷
つ
け
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
言
語
は
人
間
に
と
っ
て
目
的
で
は
な
く
て
手
段
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
分
裂
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
統
合
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で

あ
り
、
さ
ら
に
言
語
的
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
が
人
間
間
の
憎
悪
を
作
り
出
す
主
た
る
原
因
の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
も
っ
ぱ

ら
民
族
に
都
合
の
よ
い
動
機
か
ら
、
特
定
の
言
語
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
す
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
い
。
私
の
母
語
に
つ
い
て
と
く
に

尋
ね
ら
れ
た
場
合
に
は
、
何
ら
か
の
民
族
に
都
合
の
よ
い
、
政
治
的
で
、
あ
る
い
は
ご
都
合
主
義
的
な
傾
向
と
は
関
係
な
し
に
、
子
ど

も
の
頃
に
両
親
と
話
し
て
い
た
こ
と
ば
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
こ
と
ば
が
自
民
族
に
帰
属
す
る
の
か
否
か
と
い
っ
た
こ
と
と
も
ま
っ

た
く
無
関
係
な
、
そ
ん
な
こ
と
ば
や
方
言
だ
け
を
母
語
と
呼
ぶ
。
も
っ
と
も
頻
繁
に
話
し
、
一
番
マ
ス
タ
ー
し
て
い
て
、
お
気
に
入
り

の
言
語
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
何
ら
か
の
シ
ョ
ー
ヴ
ィ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
傾
向
と
は
関
係
な
く
率
直
に
お
答
え
す
る
。
し
か
し
ま
た
、

私
の
信
条
や
理
想
（
22
）

に
基
づ
い
て
、
い
か
な
る
言
語
を
あ
な
た
の
言
語
と
す
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
類
人
が
共
通
に
下
し
た

決
定
に
し
た
が
い
、
人
類
人
の
信
条
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
原
則
に
依
拠
し
て
答
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則

が
最
終
的
に
確
立
さ
れ
る
ま
で
は
、
私
に
と
っ
て
、
私
個
人
の
、
人
類
人
的
な
感
情
を
示
唆
し
た
答
え
し
か
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　

10

宗
教
と
は
真
率
な
信
仰
の
問
題
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
民
族
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
分
離
手
段
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
私
が
実
際
に
信
じ
て
い
る
も
の
の
み
を
私
の
宗
教
と
呼
ぶ
。
た
だ
し
私
の
宗
教
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
以
下
に

示
す
よ
う
な
、
中
立
的
・
人
間
的
な
人
類
人
主
義
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
信
仰
し
て
い
る
こ
と
を
公
言
す
る
。四

二
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⒜　

物
質
的
世
界
お
よ
び
精
神
的
世
界
に
お
け
る
す
べ
て
の
原
因
の
な
か
の
原
因
で
あ
る
、
私
に
は
理
解
し
が
た
い
至
高
の
力
を
、

「
神
」
と
い
う
名
前
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
名
前
で
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
力
の
本
質
を
、
自
ら
の
理
解
や
心
、

あ
る
い
は
自
ら
が
属
す
る
教
会
の
教
え
が
示
す
よ
う
な
形
で
表
現
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
誰
も
が
有
し
て
い
る
、
と
私
は
認
識
し

て
い
る
。
神
や
、
存
在
に
関
わ
る
最
も
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
の
信
仰
が
、
私
の
そ
れ
と
は
異
な
る
か
ら
と
い
っ
て
、
誰
か
を
憎

ん
だ
り
、
嘲
っ
た
り
、
迫
害
す
る
こ
と
は
決
し
て
し
な
い
。

⒝　

至
高
の
力
が
及
ぼ
す
本
質
的
な
命
令
は
各
人
の
心
の
な
か
で
良
心
と
い
う
形
を
と
っ
て
刻
み
こ
ま
れ
て
お
り
、
も
っ
と
も
中
心

的
で
、
す
べ
て
の
人
間
を
拘
束
す
る
こ
の
命
令
に
関
わ
る
原
則
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

汝
が
遇
さ
れ
た
い
と
願
う
こ
と
を
他
者
に
も
行
え
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
に
あ
る
そ
の
他
す
べ
て
の
こ
と
は
、
各
人
の
信

仰
に
応
じ
て
、
そ
の
掟
を
、
遵
守
す
べ
き
神
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
生
ん
だ
人
類
の
偉
大
な
教
師
が

伝
説
と
と
も
に
残
し
た
、
つ
ま
り
人
間
の
手
に
な
る
解
説
と
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
補
足
と
し
て
見
な
せ
る
し
、
さ
ら
に
は
ま
た

人
間
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
履
行
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
我
々
の
意
思
次
第
で
あ
る
慣
習
と
し
て
見

な
す
こ
と
も
で
き
る
。

⒞　

訓
練
す
れ
ば
良
心
の
声
を
十
分
に
聴
き
と
る
こ
と
は
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
人
類
人
主
義
の
グ
ル
ー
プ
に

属
し

│
私
に
と
っ
て
は
可
能
な
こ
と
で
あ
る

│
、
神
学
的
な
探
究
を
し
た
り
、
人
類
人
主
義
の
精
神
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
倫

理
上
の
諸
問
題
を
実
践
的
に
応
用
す
る
際
に
は
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
。

⒟　

宗
教
上
の
枠
組
み
に
元
来
備
わ
っ
て
い
た
不
平
等
だ
と
か
、
そ
こ
に
起
因
す
る
風
習
、
教
育
、
慣
例
、
生
活
設
備
、
さ
ら
に
は

共
感
す
る
感
情
の
よ
う
に
は
、
人
間
は
分
断
さ
れ
て
い
な
い
、
と
認
識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
あ
る
宗
教
の
特
定

四
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の
教
理
を
信
じ
る
と
し
た
ら
、
私
の
祖
先
が
信
徒
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
は
関
わ
り
な
く
、
信
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
逆
に
、

教
理
を
備
え
た
、
既
存
宗
教
を
何
ひ
と
つ
信
じ
な
い
と
し
た
ら
、
私
が
確
信
し
て
留
ま
る
こ
と
で
人
間
を
惑
わ
せ
、
何
世
代
に
も

わ
た
っ
て
代
々
際
限
な
く
引
き
継
が
れ
て
き
た
民
族
の
分
散
を
育
む
こ
と
に
な
る
の
で
、
単
に
民
族
に
と
っ
て
好
都
合
な
動
機
で

宗
教
に
留
ま
り
続
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
代
り
、
公
的
に
は
無
信
仰
者
と
名
乗
る
か
、
中
立
的
で
、
い
ず
れ
の
民
族
に
も
、

議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
教
条
の
い
ず
れ
と
も
関
わ
り
な
く
、
す
べ
て
の
自
由
思
想
家
た
る
人
類
人
に
よ
っ
て
、
一
致
し
た
合
意

に
基
づ
い
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
宗
教
の
信
者
で
あ
る
と
、
公
的
に
は
名
乗
る
つ
も
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
私
は
、
完
全
な
る
形

で
、
か
つ
代
々
引
き
継
い
で
い
く
も
の
と
し
て
、
そ
の
宗
教
の
名
前
、
倫
理
的
基
準
、
慣
習
、
祝
祭
、
さ
ら
に
は
共
同
体
と
し
て

の
企
画
を
受
け
入
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
私
が
自
由
思
想
家
で
あ
る
と
し
て
も
、
現
在
の
私
の
居
住
地
で
は
、
よ
く
組
織

さ
れ
、
私
自
身
と
私
の
家
族
と
が
精
神
的
な
満
足
を
覚
え
て
賛
同
で
き
そ
う
な
、
中
立
宗
教
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ま
だ
存
在
し

な
い
の
で
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
生
れ
つ
い
た
宗
教
に
留
ま
る
し
か
な
い
。
た
だ
そ
の
場
合
も
、
私
個
人
の
信
条
が
い
か
な
る
も
の

で
あ
る
か
を
示
す
た
め
に
、
常
に
現
在
の
宗
教
の
名
前
に
、
す
べ
て
の
自
由
思
想
家
と
し
て
の
人
類
人
が
一
致
し
て
そ
の
目
的
の

た
め
に
受
け
入
れ
た
宗
教
名
を
付
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

終
わ
り
に

│
ザ
メ
ン
ホ
フ
評
価
の
一
端

国
際
的
に
は
き
わ
め
て
著
名
な
ザ
メ
ン
ホ
フ
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
七
年
四
月
一
六
日
、
し
た
が
っ
て
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
独
立
以
前
に
営
ま
れ
た
葬
儀
は
、
彼
の
名
声
に
比
べ
れ
ば
寂
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
様
子
は
、「
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
葬

儀
に
は
、
ラ
ザ
ル
が
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
政
府
代
表
は
お
ろ
か
、
市
長
の
弔
辞
さ
え
も
贈
ら
れ
ず
、
近
所
に
住
む
貧
し
い

四
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ユ
ダ
ヤ
人
が
数
十
人
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
約
二
○
人
と
が
参
列
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
（
23
）

」、
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
「
近
所
に
住
む
貧
し
い
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
な
か
に
は
、
ま
ず
間
違
い
な
く
シ
オ
ニ
ス
ト
は
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
や
が
て
訃
報
が
全

世
界
に
伝
わ
っ
て
い
く
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
追
悼
の
文
章
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
は
マ
イ
ス
ルJosef 

M
eisl

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
の
ユ
ダ
ヤ
人
向
け
雑
誌“D

er Jude （24
）”

に
掲
載
さ
れ
た
文
章
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ヒ
レ
リ
ス
ト

（
ヒ
レ
ル
主
義
者
）」
と
な
っ
て
お
り
、
見
事
な
ま
で
に
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
へ
の
さ
ら
な
る
発
展
を
無
視
し
、
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ

と
い
う
単
語
す
ら
用
い
て
な
い
の
で
あ
る
。
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
最
終
的
に
た
ど
り
着
い
た
思
想
的
地
平
は
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
主
義
か
ら
決
別
し
、

ユ
ダ
ヤ
教
色
を
も
ほ
と
ん
ど
消
し
去
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
に
と
っ
て
み
れ
ば
も
っ
と
も
重
要
な
成
果
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
マ
イ
ス
ル
の
追
悼
文
に
見
ら
れ
た
、
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
無
視
と
い
う
特
徴
は
、
そ
の
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
史
関
係
の
辞
事
典
類
に
共

通
し
て
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
ま
っ
た
く
無
視
す
る
か
、
取
り
上
げ
て
も
内
容
説
明
に
は
ほ
ど
遠
い
冷
淡
な
扱
い
で
あ
る
（
25
）

。
こ
の
点
は
、

ス
ラ
ヴ
言
語
学
者
で
あ
っ
た
千
野
栄
一
が
行
っ
た
、
要
点
を
押
さ
え
な
が
ら
も
簡
潔
に
記
述
し
た
次
の
説
明
と
引
き
比
べ
て
み
る
と
、
鮮

や
か
な
対
照
を
な
し
て
い
る
。「
国
際
的
に
中
立
な
言
語
の
ほ
か
に
、
す
べ
て
の
宗
教
に
共
通
で
あ
る
道
徳
原
理
の
総
和
と
も
い
う
べ
き

中
立
的
な
宗
教
を
人
類
が
採
用
す
れ
ば
、
人
間
間
の
関
係
は
よ
く
な
る
に
違
い
な
い
と
す
る
〈
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
〉
と
い
う
学
説
も
提
唱
し

た
（
26
）

」。こ
こ
ま
で
検
討
し
て
く
れ
ば
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
尊
重
、
な
い
し
重
視
す
る
立
場
か
ら
見
て
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
に
対
す
る
評
価
が
一
面
的
な

も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
情
も
、
ま
た
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
を
見
る
と
、

一
方
に
は
、
数
か
ら
す
れ
ば
少
数
の
、
し
か
し
強
力
な
シ
オ
ニ
ズ
ム
批
判
が
存
在
す
る
も
の
の
（
27
）

、
他
方
に
は
、
圧
倒
的
多
数
の
シ
オ
ニ
ズ

ム
支
持
、
な
い
し
容
認
の
潮
流
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
実
の
な
か
で
は
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
影
も
薄
れ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
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ま
た
、
英
語
が
事
実
上
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
実
態
も
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
国
際
的
な

意
思
疎
通
の
場
で
は
優
劣
の
関
係
が
生
じ
て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
対
等
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
主
張
に
は
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
力
強
く

普
及
し
て
い
く
兆
し
は
ま
だ
見
え
な
い
。

筆
者
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ユ
ダ
ヤ
人
墓
地
に
あ
る
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
墓
を
前
に
し
て
感
じ
た
一
抹
の
「
寂
し
さ
」
は
、
か
な
ら
ず
し
も
邪
推

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

註

（
1
） 

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
や
同
種
の
言
語
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
人
工
語
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
『
広
辞
苑
』（
第
六
版
）
で
は
、
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
を
「
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
創
案
し
た
人
工
の
国
際
語
」
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
自
然
言
語
、
あ
る
い
は
民
族
語
で
あ
っ
て
も
人
為

の
所
産
で
あ
り
、
人
工
の
結
果
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
計
画
的
に
作
り
出
さ
れ
た
か
否
か
、
の
違
い
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

最
近
で
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
な
ど
を
計
画
言
語
と
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
自
身
は
国
際
語
と
名
付
け
て
い
た
。

（
2
） 

エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
、
し
ば
し
ば
ザ
メ
ン
ホ
フ
を
「（
私
た
ち
の
）
大
先
生la nia M

ajstro

」
と
尊
称
で
表
現
す
る
。

（
3
） A

rt. “B
IA
L
Y
S
T
O
K

”, in ; E
n

cyclopaed
ia Ju

d
aica, 2nd. ed., vol.3, 2007.

（
4
） 

こ
れ
ま
で
、
内
外
の
熱
心
な
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
数
多
く
の
ザ
メ
ン
ホ
フ
伝
が
書
か
れ
て
お
り
、
日
本
語
で
読
め
る
も
の
だ
け
で

も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
主
な
も
の
を
列
記
す
れ
ば
以
下
の
通
り
。

伊
東
三
郎
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
父　

ザ
メ
ン
ホ
フ
』、
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年

エ
ド
モ
ン
・
プ
リ
ヴ
ァ
ー
「
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
生
涯
」、
梅
棹
忠
夫
・
藤
本
達
生
訳
、『
世
界
の
人
間
像
』
第
一
六
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
六
五
年
、

所
収
（
原
著
一
九
三
一
年
）

四
三
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
一
四
）

岡
一
太
『
わ
が
名
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

│
ザ
メ
ン
ホ
フ
伝

│
』、
ザ
メ
ン
ホ
フ
伝
刊
行
会
発
行
、
一
九
八
○
年

マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
ボ
ウ
ル
ト
ン
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
創
始
者
ザ
メ
ン
ホ
フ
』、
水
野
義
明
訳
、
新
泉
社
、
一
九
九
三
年
（
原
著
一
九
六
〇
年
）

小
林
司
『
ザ
メ
ン
ホ
フ　

世
界
共
通
語
を
創
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
の
物
語
』、
原
書
房
、
二
○
○
五
年

た
だ
し
朝
日
賀
昇
は
、
一
九
七
二
年
の
論
文
で
、「
こ
れ
ま
で
の
ザ
メ
ン
ホ
フ
伝
に
は
、
彼
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
視
に
さ

れ
て
い
た
し
、
当
時
の
ロ
シ
ア
の
革
命
的
情
況
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
の
が
常
で
あ
っ
た
」、
と
批
判
し
て
い
る
。
朝
日
賀
昇
「
ユ
ダ

ヤ
人
差
別
と
闘
っ
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
」、『
エ
ス
ペ
ラ
ン
トL

a revu
o orien

ta

』（
日
本
エ
ス
ぺ
ラ
ン
ト
学
会
機
関
誌
）、53-a

、n-ro 12

、
一
九
七
二

年
一
二
月
、
二
○
ペ
ー
ジ
。

ま
た
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
版
の
ザ
メ
ン
ホ
フ
全
集pvz

を
編
集
し
た
、
い
と
う
か
ん
じ
に
よ
る
浩
瀚
な
『
ザ
メ
ン
ホ
フ
』、
全
八
巻
、
永
末
書
店
、

一
九
六
七
年
〜
一
九
七
八
年
、
が
あ
る
が
、
小
説
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、
記
述
の
細
部
が
判
別
し
が
た
い
。

な
お
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
奇
跡
的
に
生
き
延
び
た
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
孫
に
対
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
長
時
間
に
わ
た
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

記
録
が
あ
り
、
こ
れ
も
ザ
メ
ン
ホ
フ
伝
の
性
格
を
有
す
る
。
Ｌ
・
Ｃ
・
ザ
レ
ス
キ
＝
ザ
メ
ン
ホ
フ
／
ロ
マ
ン
・
ド
ブ
ジ
ン
ス
キ
『
ザ
メ
ン
ホ
フ
通
り　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
』、
青
山
徹
・
小
林
司
・
中
村
正
美
監
訳
、
原
書
房
、
二
○
○
五
年

（
5
） 

コ
ル
ジ
ェ
ン
コ
フ
は
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
母
語
は
ロ
シ
ア
語
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。A

leksander K
orzhenkov, T

h
e L

ife of Z
am

en
h

of, 

translated by Ian M
. R
ichm

ond, edited by H
um
phrey T

onkin, N
ew
 Y
ork, M

ondial in cooperation w
ith U

niversal E
speranto 

A
ssociation

（R
otterdam

）, 2010, p. 8. 

他
方
、
田
中
克
彦
は
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
母
語
は
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
で
あ
っ
た
と
強
く
示
唆
し
て
い
る
。
田

中
克
彦
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

│
異
端
の
言
語
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
。

（
6
） S

tephen D
. C
orrsin, A

spects of P
opulation C

hange and of A
cculturation in Jew

ish W
arsaw

 at the E
nd of the N

ineteenth 

C
entury : T

he C
ensuses of 1882 and 1897, in : P

olin, vol. 3, 1988.

（
7
） 

ニ
コ
ラ
ス
・
デ
・
ラ
ン
ジ
ュ
『
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
・
ワ
ー
ル
ド
』、
長
沼
宗
昭
訳
、
朝
倉
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
○
一
ペ
ー
ジ
。

（
8
） 

同
、
一
二
○
ペ
ー
ジ
。

（
9
） 

h
ebreo el la geto, d

e cion
ism

o al h
ilelism

o, iam
 kom

pletigota plena verkaro de l.l. zam
enhof

（pvz

）, kajero 5, red. 

四
三
二



ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
（
長
沼
）

（
五
一
五
）

L
udovikito

（Ito K
anzi

）, K
ioto, eldonejo ludovikito, 1976. p. 52 ; A

ndreas K
ünzli, L

.L
. Z

am
en

h
of

（1859-1917

）. E
speran

to, 

H
illelism

u
s

（H
om

aran
ism

u
s

）u
n

d
 d

ie „jü
d

isch
e F

rage“ in
 O

st- u
n

d
 W

esteu
ropa, W

iesbaden, H
arrassow

itz V
lg., 2010. S

. 

109.

（
10
） cf., A

rt.“P
IN
S
K
E
R
, L
E
O
N

”, in ; E
n

cyclopaed
ia Ju

d
aica, 2nd.ed., vol.16.

（
11
） A

. K
orzhenkov, op. cit., p.60.

（
12
） 

ザ
レ
ス
キ
＝
ザ
メ
ン
ホ
フ
／
ド
ブ
ジ
ン
ス
キ
、
前
掲
書
、
三
○
四
│
三
○
五
ペ
ー
ジ
。

（
13
） ĝis la h

om
aran

ism
o. 1896 - 1906, pvz, origin

alaro 2, 1990. p. 1138, 1155.

（
14
） cf. T

odd M
. E
ndelm

an, L
eavin

g th
e Jew

ish
 F

old
. C

on
version

 an
d

 R
ad

ical A
ssim

ilation
 in

 M
od

ern
 Jew

ish
 H

istory, 

P
rinceton &

 O
xford, P

rinceton U
.P
., 2015. p. 305-308. 

ま
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
は
、
ナ
チ
ス
支
配
下
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
創
案
と
い
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
「
民
族
精
神
」
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
弾
圧
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
日
本
や
ス
タ
ー
リ
ン
支
配

下
の
旧
ソ
連
な
ど
、
全
体
主
義
支
配
の
下
で
は
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
警
戒
か
ら
同
様
に
過
酷
な
迫
害
を
被
っ
た
。
参
照
、
ウ
ル
リ
ッ

ヒ
・
リ
ン
ス
『
危
険
な
言
語

│
迫
害
の
な
か
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

│
』、
栗
栖
継
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
。

（
15
） 

ユ
ダ
ヤ
系
の
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
大
尉
ド
レ
フ
ュ
スA

lfred D
reyfus

は
、
一
八
九
四
年
に
、
ド
イ
ツ
に
情
報
を
売
り
渡
し
た
廉
で
終
身
流
刑
に

処
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
真
犯
人
が
判
明
し
た
も
の
の
フ
ラ
ン
ス
軍
部
は
隠
蔽
し
、
九
八
年
以
来
ゾ
ラ
な
ど
の
知
識
人
・
共
和
派
が
当
局
を
弾
劾
し

て
、
第
三
共
和
政
を
揺
る
が
す
一
大
政
治
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
っ
た
。
ド
レ
フ
ュ
ス
自
身
は
、
九
九
年
に
減
刑
さ
れ
、
最
終
的
に
は
一
九
○
六
年
に

無
罪
と
な
っ
て
復
権
し
た
。

（
16
） 

ユ
リ
ウ
ス
・
グ
ッ
ト
マ
ン
『
ユ
ダ
ヤ
哲
学　

聖
書
時
代
か
ら
フ
ラ
ン
ツ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
に
至
る
』、
合
田
正
人
訳
、
み
す
ず
書
房
、

二
○
○
○
年
、
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
17
）　

ヒ
レ
リ
ス
モ
と
ホ
マ
ラ
ニ
ス
モ
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
も
参
照
せ
よ
。
萩
原
洋
子
「
ヒ
レ
リ
ス
モ
と
ザ
メ
ン
ホ
フ
」（
一
）〜（
五
）、『
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
』54-a, n-ro 2~9, 

一
九
七
三
年
二
月
〜
九
月
。
津
金
美
南
子
「
ホ
マ
ラ
ニ
ス
ト　

ザ
メ
ン
ホ
フ
」（
一
）〜（
二
）、『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』54-

a, n-ro 1~2, 

一
九
七
三
年
一
月
〜
二
月
。

四
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
五
一
六
）

（
18
） 

pvz, origin
alaro 2, 

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
訳
、p. 1123-1205. 

な
おpvz

で
は
、
ヒ
レ
リ
ス
モ
の
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
草
案
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
知
識
人

へ
の
呼
び
か
け
文
書
と
し
て
一
九
○
○
年
に
書
か
れ
た
、
と
推
定
し
て
い
る
。ibid. p. 1071-1115.

（
19
） 

d
estin

o d
e lu

d
ovika d

in
astio. 1907-1917, pvz, origin

alaro 3, p. 2720-2732. pvz

で
は
、
こ
の
文
書
を
一
九
一
七
年
二
月
一
五
日
と

同
月
一
九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
た
手
紙
の
あ
い
だ
に
配
置
し
て
お
り
、
こ
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

（
20
） 

pvz, origin
aralo 3, p. 2582-2588. 

一
九
一
三
年
の
宣
言
に
つ
い
て
は
和
訳
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
文
書
作
成
の
時
期
が
同
年
九
月
に
な
っ

て
お
り
、
恐
ら
く
単
純
な
錯
誤
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
Ｌ
・
Ｌ
・
ザ
メ
ン
ホ
フ
﹇
著
・
述
﹈『
国
際
共
通
語
の
思
想

│
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
創
始

者
ザ
メ
ン
ホ
フ
論
説
集
』
水
野
義
明
﹇
編
・
訳
﹈、
新
泉
社
、
一
九
九
七
年
、
九
五
│
一
○
五
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
一
九
一
七
年
文
書
の
和
訳
に
際
し

て
は
キ
ュ
ン
ツ
リ
の
ド
イ
ツ
語
訳
も
参
照
し
た
。A
. K
ünzli, a.a.O

., S
. 527-534.

（
21
） 

後
半
の
段
落
は
一
九
一
七
年
の
文
書
で
追
加
さ
れ
た
。

（
22
） 

原
文
で
は
隔
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
23
） 

小
林
司
、
前
掲
書
、
二
四
六
ペ
ー
ジ
。
ボ
ウ
ル
ト
ン
が
、「
葬
儀
に
間
に
合
っ
た
一
族
の
人
び
と
と
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
エ
ス
ぺ
ラ
ン
チ
ス
ト
と

ザ
メ
ン
ホ
フ
の
貧
し
い
患
者
が
大
勢
加
わ
っ
た
。
…
ゆ
っ
く
り
と
し
た
葬
列
は
、
…
ユ
ダ
ヤ
人
墓
地
へ
と
進
ん
だ
。
の
ろ
の
ろ
と
進
む
黒
い
蛇
は
、

ま
す
ま
す
長
く
な
っ
て
い
っ
た
」
と
記
述
し
、
や
や
異
な
っ
た
印
象
を
与
え
て
い
る
。
ボ
ウ
ル
ト
ン
、
前
掲
書
、
二
七
五
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
こ
こ
で

は
、
小
林
が
、
自
著
に
つ
い
て
あ
と
が
き
で
、
最
新
の
研
究
成
果
を
手
広
く
採
り
入
れ
、
た
だ
一
カ
所
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
除
け
ば
全
部
確
か
な
論
拠

が
あ
る
、
と
自
負
し
て
い
る
の
で
、
小
林
に
し
た
が
う
。

（
24
） 

In
tern

etarch
iv jü

d
isch

er P
eriod

ika. http://w
w
w
.com
pactm

em
ory.de/1

（
25
） 

「
ザ
メ
ン
ホ
フ
」
の
項
目
を
参
照
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
史
関
係
の
辞
事
典
類
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

J
ü

d
isch

es L
exikon

. E
in

 en
zyklopäd

isch
es H

an
d

bu
ch

 d
es jü

d
isch

en
 W

issen
s in

 vier B
än

d
en

, Jüdischer V
erlag bei 

A
thenäum

, 1987.

（N
achdruck d. 1. A

ufl ., 1930

）

G
rosse J

ü
d

isch
e N

ation
al-B

iograph
ie. E

in
 N

ach
sch

lagew
erk fü

r d
as jü

d
isch

e V
olk u

n
d

 d
essen

 F
reu

n
d

e, K
rausreprint, 

1979. 

初
版
の
該
当
巻
に
は
刊
年
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
三
○
年
代
前
半
と
推
定
で
き
る
。

四
三
四



ザ
メ
ン
ホ
フ
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
（
長
沼
）

（
五
一
七
）

P
h

ilo L
exikon

. H
an

d
bu

ch
 d

es jü
d

isch
en

 W
issen

s, Jüdischer V
erlag im

 A
thenäum

 V
erlag, 1982.

（U
nveränderter N

achdruck 

der 3. A
ufl . von 1936

）

E
n

cycloped
ic D

iction
ary of Ju

d
aica, K

eter P
ublishing H

ouse Jerusalem
, 1974.

T
h

e B
lackw

ell D
iction

ary of Ju
d

aica, B
lackw

ell, 1992.

R
ou

tled
ge W

h
o’s W

h
o in

 Jew
ish

 H
istory, R

outledge, 2nd. ed., 1995.

E
n

cyclopaed
ia Ju

d
aica, 2n

d. ed., 2007.

　

な
お
、
以
下
の
二
点
に
は
そ
も
そ
も
「
ザ
メ
ン
ホ
フ
」
の
立
項
が
な
か
っ
た
。

L
exikon

 d
es Ju

d
en

tu
m

s, B
ertelsm

ann L
exikon-V

erlag, 1971.　

E
n

cycloped
ia of Jew

ish
 H

istory. E
ven

ts an
d

 E
ras of th

e Jew
ish

 H
istory, F

acts on F
ile P

ublications, 1986.

（
26
） 

千
野
栄
一
「
ザ
メ
ン
ホ
フ
」、
伊
東
孝
之
他
編
『
東
欧
を
知
る
事
典
』、
平
凡
社
、
新
訂
増
補
版
、
二
○
○
一
年
。
一
六
○
ペ
ー
ジ
。

（
27
） 

一
例
と
し
て
、
参
照
、
ヤ
コ
ヴ
・
Ｍ
・
ラ
ブ
キ
ン
『
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
何
か
』、
菅
野
賢
治
訳
、
平
凡
社
、
二
〇
一
二
年
。

四
三
五




